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調査要項
遺 跡 名 天王遺跡（てんのういせき）

所 在 地 山形県南陽市大字漆山字天王･塚原二

遺 跡 番 号 平成８年度登録

調 査 委 託 者 国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所

調 査 原 因 国道 113号線赤湯バイパス改築事業

現 地 調 査 平成 19年５月 10日～平成 19年 10月 19日

調 査 面 積 6,500㎡

遺 跡 種 別 墳墓跡・集落跡

時 代 古墳時代・奈良、平安時代・中世

遺 構 周溝・溝・堀・井戸・土坑･柱穴等

遺 物 土師器・須恵器・中世陶磁器・木製品・石製品

調 査 担 当 者 調 査 課 長 長橋　至

調 査 研 究 員 高橋一彦（調査主任）

調 査 員 吉田江美子
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１　調査の概要

　天王遺跡は南陽市宮内の熊野大社から南西約４

㎞、河岸段丘上に位置しています。調査区北側に

は地元の人が「テンノウさま」と呼ぶ祠
ほこら

があり、

遺跡名の由来にもなっています。調査は昨年度の

1 次調査に続き、事業に係る遺跡の面積 13,000 ㎡

のうち 6,500 ㎡を対象に実施しました。昨年度分

も含めこの調査で得られた成果は今後検討を加え

たのち、報告書としてまとめられる予定です。

２　遺構と遺物
　古墳時代の溝跡、中世の掘立柱建物跡・井戸跡・

堀跡などが見つかりました。出土遺物は数が少な

く、また破片が大半を占めていますが、古墳時代

の遺構は 4 世紀代、中世については 13 ～ 14 世紀

頃のものと考えられます。

　古墳時代の遺構の主なものは次のとおりです。

円形に巡る溝跡が 3 基（SH1.2.4) 見つかりました。

調査では墳丘や墓坑の存在を確認することは出来

ず、これらは円墳あるいは円形周溝墓の可能性があると思われます。こ

れらは調査区北西側に広がりを見せているため、河川沿いに墳墓群が展

開していたと推測されます。また、調査区中央で方形の周溝（SH3) が確

認されたのですが、溝の１辺の長さが 38m という大きさに対しに対し溝

幅が約 2m と狭く、一般的な古墳と比べるとバランスが悪いため、今後

この遺構の性格について慎重に検討する必要があります。

　周溝の遺物について下層からは古墳時代前期の器
き だ い

台などの土師器、上

層からは奈良～平安時代の土師器・須恵器が出土しています。

　中世の遺構については、調査区全体で井戸跡や掘立柱建物跡群が確認

されています。特徴的なのは調査区北東の柱穴群で、柱穴底に厚手の礎

板を数枚も重ね埋設していました。これは建物の柱が沈まないための工

夫と見られます。そしてこの建物は方形の堀跡に囲まれた方形居館と見

られます。

　井戸跡も建物跡に伴い十数基確認されました。その多くは素掘りの井

戸で遺構の形はじょうご型を呈し、「井
いどまなこ

戸眼」と呼ばれる曲物を底面に設

置したを持つものもありました。一方で「井
い づ つ

筒」とみられる大きな曲物

が 3 段に組まれた井戸（SE1220）もあり、この井戸の中には人頭大の

石が多数詰め入れられていたことから、ある時期井戸として使用されな

くなったことが窺えます。調査区北東では昨年に引き続き続き、大規模

な堀の一部が確認されましたが、後世の削平で溝の上部は大きく失われ

たようです。

　中世の遺構からは 13 ～ 14 世紀頃の珠
す ず

洲、青磁、などの中世陶磁器、

木簡や曲物などの木製品、砥石などの石製品、家型（龕
がんでん

殿型）板碑が出

土しています。また、縄文時代、弥生時代の土器の破片や石器の材料と

なる頁
けつがん

岩も周溝や河川跡から出土しています。

３　まとめ

　今回の調査で古墳時代の古墳も

しくは円形周溝墓と中世の集落跡

が見つかり、古墳時代には埋葬の

場、中世には生活の場として使用

されていたことがわかりました。

また縄文時代・弥生時代の土器も

出土していることから、それ以前

にも人々がこの場所で生活してい

たと思われます。

　墳墓群が存在したこの地で、13

～ 14 世紀頃開拓・整地が行われ、

集落が形成された可能性が考えら

れます。そのことから中世におい

てこの周辺地域では社会構造が大

きく変化した様子が窺えます。

　最後に調査にご協力いただいた

関係機関、地元の方々、作業員の

皆様に感謝申し上げます。



図３　遺構配置図（1/400）
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円形周溝調査状況

円形周溝（SH1) は内径約 15 ｍ、土中からは古墳時代の土器が
出土し、円墳に伴うものであると推測されます。

周溝の掘り下げの様子

SG1216 出土板碑
今年度の調査で河川跡（SG5) と溝跡
（SG1216) からそれぞれ１基、合計２基
の板碑が出土しました。

出土した礎板
調査区北東隅では床面に数枚もの礎

そばん

板が出土す
る柱
ちゅうけつぐん

穴群が確認されました。礎版は腐食せずに
良好な状態で残っていました。

調査区全域に中世の
ものと見られる井戸
跡が十数基確認され
ました。素掘りや井
戸眼・井戸筒を持つ
井戸など衙確認され
ました。また漆椀な
どの遺物が出土して
います。

古墳時代の遺構

中世の遺構

SG5

先行引渡区域

SH3

SD1556

SD1683

SD1705

井戸跡の掘り下げ・出土遺物の記録の様子

井筒の出土状況


